
・左記グラフの数値は

「救急搬送における医療機関の受入
れ状況等実態調査の結果」を参照

・最新値は救急医療情報システムか
らの抽出による（消防課から速報値
の資料提供あり）
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救急搬送患者が増加する一方、救急医療機関数が横ばいであり、１救急医療機関
当たりの負担が増加している。
(令和２年については新型コロナウイルスの影響等で救急搬送患者が大きく減少)
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※R7は速報値
※転院搬送を含む

・令和７年の数字について
令和７年は消防課提供データから抜粋
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埼玉県の救急医療を取り巻く現状①
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平成２５年 令和７年（速報）

救急搬送人員数の伸びは、特に高齢者が多い（平成２５年に比べて約６０％増）

埼玉県の救急医療を取り巻く現状②
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重症 628 6,477 17,153

中等症 5,314 29,101 60,625

軽症 23,186 70,799 58,349

合計 29,128106,377 136,127

※新生児～少年…０～１８歳未満
高齢者 …６５歳以上

2

令和５年は救急医療情
報システムからの速報値
※死亡・その他を除く
（丸尾主任提供データ）

※死亡・その他を除く
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～少年
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重症 581 6,7３８ 2３,１9０

中等症 7,449 3８,４６４ 11８,９００

軽症 2５,９１３ 6７,６２７ 8４,３８０

合計 3３,９４３ 11２,８２９22６,４７０
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病院 ３４０ 診療所 ４，６７１

うち、救急医療機関 病院 １８４ 診療所 １３

第二次救急医療体制
〔手術〕又は〔入院〕が

必要な救急患者

初期救急医療体制
〔軽症〕の救急患者

休日夜間急患センター ２７か所

在宅当番医制度 ２７郡市医師会

救急告示医療機関（197）
＋その他（3）狭山厚生病院、蓮田外科病院、佐瀬病院

・病院群輪番制病院・・・・１３４医療機関
・小児救急輪番病院等・・・・２５医療機関

第三次救急医療体制
〔重篤〕な救急患者

・救命救急センター １１病院

・小児救命救急センター ２病院

※令和8年4月1日時点（病院・診療所数については令和7年3月31日時点） 3

・病院と診療所の数については医務担当より入手

夜間小児初期救急受入体制 ６医療機関

７５歳以上の搬送困難患者受入体制 ９４病院

搬送困難事案受入医療機関 １３病院

埼玉県の救急医療体制①
資料１－１

※令和８年６月１日時点 ９９病院
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朝霞地区
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熊谷・深谷地区
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さいたま地区

東部南地区

東部北地区

川口地区さいたま地区 さいたま市
川口地区  川口市
戸田・蕨地区 戸田市、蕨市
朝霞地区      朝霞市、志木市、和光市、新座市
所沢地区      所沢市、狭山市、入間市
川越地区      川越市、富士見市、ふじみ野市、三芳町、川島町
中央地区      鴻巣市、上尾市、桶川市、北本市、伊奈町
熊谷・深谷地区 熊谷市、行田市、深谷市、寄居町
児玉地区      本庄市、美里町、神川町、上里町
比企地区      東松山市、滑川町、嵐山町、小川町、吉見町、ときがわ町、

東秩父村

坂戸・飯能地区 飯能市、坂戸市、鶴ヶ島市、日高市、毛呂山町、越生町、鳩山町
秩父地区      秩父市、横瀬町、皆野町、長瀞町、小鹿野町
東部北地区  加須市、久喜市、幸手市、蓮田市、羽生市、白岡市、宮代町、杉戸町
東部南地区   草加市、越谷市、三郷市、八潮市、吉川市、松伏町、春日部市

第二次救急医療圏（計１４地区）

埼玉県の救急医療体制②

令和８年４月時点

4
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救命救急センター位置図

獨協医科大学
埼玉医療センター

川口市立
医療センター

さいたま赤十字病院
防衛医科大学校病院

深谷赤十字病院

埼玉医科大学
総合医療センター

（H4. 
4.20）

（H4.9. 1）

救命救急ｾﾝﾀｰ指定（S62. 4. 1）
高度救命救急ｾﾝﾀｰ指定（H11. 3.31）
小児救命救急ｾﾝﾀｰ指定（H28. 3.1）

（H6. 5. 1）
（かっこ内）運営開始年月日月

埼玉医科大学国際医療センター
（Ｈ20. 6.12）

救命救急ｾﾝﾀｰ指定(S55. 7.17)
高度救命救急ｾﾝﾀｰ指定(H29.1.1)

(H10. 5.11)

自治医科大学附属
さいたま医療センター

(H28. 4.1)

埼玉県立小児医療センター
小児救命救急ｾﾝﾀｰ指定（H29.1.1）

第三次救急医療体制

さいたま市立病院
（R2.12. 1）

令和８年４月時点

5

埼玉病院
（R3. 5. 1）

済生会加須病院

(R4.6.1)

埼玉県の救急医療体制③
資料１－１
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